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＜連絡事項＞
· 聖ウルスラ学院から来る見学者との交流会について、デイケアから5名、デイナイトケアから
　　5名の参加者メンバーを決め、当日の流れなどについて確認を行うこと。

· 11／11に開催するデイケア・デイナイトケア合同　合唱発表会について。家族宛ての案内状を作成し、郵送または利用者様へ手渡ししました。合唱発表会について家族や関係者から問い合わせがある可能性がありますので、職員全員で応対できるよう当日の行程等を把握しておくこと。

· 青南病院入院中の中村ひとみ様より、10／17にデイケア見学希望があると情報提供ありました。しかし、本人の病状が不安定であり、また東病棟入院中とのことで、見学について可能であるかどうかを摩尼室長から東病棟主任に確認した上で進める予定です。

＜外来より情報提供＞

· 村田　昭一様～2週間、朝・夕の血圧測定を行ない、結果を主治医に報告。血圧高値見られる為、
　　　　　　　降圧剤（ニバジール）追加処方となる。今後も継続して外来・ナイトケアで血圧測
　　　　　　　定及び様子観察を行っていく。

· 横町　浩　様～父が近く定年を迎えるため、自分に働けと話してくるが、自分では無理だと思うと
　　　　　　　話していたとのこと。

· 田名部一樹様～排便状況について確認し、漢方薬処方となっている。

· 田澤　勝敏様～下剤の自己調整を続けており、本人「調子は良い」と話す。

· 関　秀治　様～睡眠状況については特に問題ないとのこと。本日、障害者登録のため職員同行のも
　　　　　　　と公共職業安定所へ行くと話す。職能評価など慣れないことが続いているためか、
　　　　　　　少し疲れがあると話されている。主治医より、プログラムなど気楽にやるようにと
　　　　　　　アドバイスがあったとのこと。

· 関口　禅　様～肩の痛みについて訴えがある。

· 河村　哲久様～頭痛がひどいとのことで受診し、カロナール4日分処方となる。

＜利用者様情報＞

・大釜　久直様～現在、自宅療養中。職員より母に電話連絡し、生活状況等を確認したところ、「点
　　　　　　　眼は3時間おきから4時間おきになった。生活リズムは入院前のように戻り、家の
　　　　　　　ことも手伝ってくれて助かっている」と話す。目の治療が落ち着くまで自宅療養を
　　　　　　　続けたい、デイケア利用が再開出来るようになったら連絡します、とのこと。

· 杉澤　恵子様～昨日夕方、弟嫁様より電話があり、本人の生活状況等について相談を受ける。「自
　　　　　　　宅にいるときは弟夫婦の子ども（本人の甥・姪にあたる）に気を遣って勝手口の外
　　　　　　　でタバコを吸っているが、火がついたまま捨てていることがあり、そのことを近所
　　　　　　　の人から指摘された」「以前から、家族の財布から小銭を盗むことがよくあったが、
　　　　　　　最近は一万円札まで盗むようになった」とのこと。また、10／12の外来で本人の
　　　　　　　父が同行し、「デイケアを週3日から週2日にしたい」と話したが、弟夫婦の方で
　　　　　　　は「主治医に相談してきて欲しい」と父に頼んだのであって、通所日数については
　　　　　　　考え中だった、とのこと。しかし経済的に厳しいのは事実で、デイケアの通所日を
　　　　　　　増やすことは難しいが、自宅で父と本人が一緒にいるのも互いのストレスとなるた
　　　　　　　め、本人の今後の生活について悩んでいるとのこと。デイケア側としては、本人が
　　　　　　　デイケアに来た際に生活状況について面談し、助言・情報提供をすることは出来る、
　　　　　　　と説明。また、実際の生活場面で支援できる機関として訪問看護・地域生活支援セ
　　　　　　　ンターがあることを伝える。社会資源等について詳しく話を聞きたいとのことで、
　　　　　　　来週中に時間を作り、一度デイケアのほうへ来所するとのこと。

· 佐藤　朗子様～本人より「就労前準備段階プログラムの個人ノートで、来週の目標を決めたいんで
　　　　　　　すけど、思いつかないので…」と職員に話があり、面談を行う。「昨日、就労につ
　　　　　　　いて面談したことで、家に帰って思い悩んだりしませんでしたか？」と聞くと、「い
　　　　　　　え、別に…」と笑顔で話す。目標設定について「就労すると想定して、今のままの
　　　　　　　生活だと困ること・心配なことは何ですか？」と聞くと、本人「生活リズム」「病
　　　　　　　気の再発」「体力」等を挙げる。1週間でできることとして「毎朝7時に起きる」「自
　　　　　　　分の病気に関する本を読んで勉強する」「毎夕食後、茶碗洗いを手伝う」の3つを
　　　　　　　挙げる。焦らずひとつずつ達成していくよう伝える。面談中、表情は明るく、上記
　　　　　　　3つの目標に関しては「なんとか出来そうだ」と話す。

＜利用者様対応検討＞

◇森田　清助様（53）統合失調症　ナイトケア利用者
　～11／1、本人・ご家族・関係機関とで集まり、退院後の1ヶ月を振り返りながら今後の生活につい
　　てケア会議で話し合う。ナイトケアでの問題点等を話し合い、今後の対応等を検討する。
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問題点と今後の対応

· 自己表現～必要最低限の連絡事項等は自分から話してくるが、自分の気持ちや困っていることをう
　　　　　まく話せず、自分の内に溜め込んでしまう傾向がある。また、問題が起こっても「どう
　　　　　にかなるべ」と解決を先送りにしてしまうこともある。
⇒定期的に面談の機会を設け、病状・家族関係・作業所のこと・ナイトケアのこと・対人関係な
　ど生活全般について話しやすい環境やスタッフとの信頼関係を作る。

· 余暇活用～休日にどのように過ごしたらよいのか分からないと話してくることがある。「○○に行

ってみたい」等の希望はあるものの、経済的に厳しいため実現できない。

⇒経済的にも負担とならないような余暇活用方法について助言・情報提供し、ストレス発散方法を見つけられるよう支援する。

＜学術発表会進捗状況確認＞
◇デイケア～読上げ原稿は一通り作成しており、現在推敲中。また、パワーポイントを作成中。
◇デイナイトケア～利用者へのアンケート実施を進めている段階。読上げ原稿・パワーポイントに
　　　　　　　　　ついては作成中。
◇ナイトケア～8月からミーティングを実施しており、現在経過観察中。読上げ原稿・パワーポイ
　　　　　　　ントについては作成中。
※10月中は課長不在の日も多いため、読上げ原稿・パワーポイントは早急に作成し、課長在席時　
　に確認していただけるよう準備する。また、各セクションのグループ員で役割分担し、職員個人
　の負担とならないよう協力して進めること。

